
 
 
 
 

　 論点整理 

 
　　  

「主体的に学習に取り組む態度」評価の改善 ② 
 
単思考・判断・表現の評価への付記　 　   
 
◆ 「学びに向かう力、人間性等」を教育課程全 

体を通じた個人内評価として行うことを想定し 
た場合でも、その一部分は各教科等における 
「知・技」や「思・判・表」の評価の過程で 
特に見取れる場合もあると考えられる 

 
◆　特に、「思考力・判断力・表現力等」は 

「知識や技能を活用して課題を解決するため 
に必要な力」であり、問題発見・解決や、考 
えの形成・表現、思いや考えを基にした意味 
や価値の創造といった過程で発揮されるものであり、本部会で議論してきた「学びに
向かう力、人間性等」の四つの要素(※)と親和性が特に強い。 

（※)　初発の思考や行動を起こす力・好奇心、学びの主体的な調整、他者との対話や協働、学びを方向付ける人間性 

 

◆　教育課程全体を通じた個人内評価を基本としつつも、思考・判断・表現の過程で、
「学びに向かう力、人間性等」の各要素のうち、具体的に見取ることができる要素
（※）が特に表出した場合には、「思・判・表」の観点別評価に「◯」を付記する方
向で検討すべき 

 
(※)　初発の思考や行動・好奇心、対話や協働、学びの主体的な調整のプロセスを一体的に見取る。初発の

考えを作るといった入り口部分だけでなく、その後の学習の調整等を通じた考えの修正等も含めて見取
ることの重要性に留意 

 
◆　「思・判・表」の評価で、ペーパーテストに偏重した現在の評価が改善され、論

述・レポート・作品製作等の「学びの主体的な調整」が求められる評価課題の重視　
や、それらを核とした授業改善につながることが期待される。 

 
●　これらの方向性は、学習の自己調整を含めた「学びに向かう力、人間性等」の資

質・能力が一層重要となることを踏まえ、その効果的な育成を図るために、「学び
に向かう力、人間性等」の特質に応じた評価の在り方に改善を図るもの。「学びに
向かう力、人間性等」の評価を「しなくてもよくなる」「軽視してよい」といった
誤った理解とならないよう、具体的な運用の設計と趣旨の周知・徹底を図るべき 

 
●　「思・判・表」の観点別評価に「◯」を付記した際、それを教育課程の実現状況

の総括的な評価である評定に一定程度加味することの適否については、引き続き総
則・評価特別部会で検討を深めるべき
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第六章　豊かな学びにつながる 
学習評価の在り方 ② 


